波濤万里 ロジェントウィンスキーの通信戦略（日本海海戦：その情報通信からの視点3） by 田中 正智 & Masatomo Tanaka
国立大学法人電気通信大学 / The University of Electro-Communications
波濤万里 ロジェントウィンスキーの通信戦略（日
本海海戦：その情報通信からの視点3）
著者 田中 正智
雑誌名 太平洋学会誌
号 94
ページ 55-86
発行年 2005-05
URL http://id.nii.ac.jp/1438/00009576/
J auranal of The Pacific Society / May 2005 / No. 94 (Vol. 28, No. 1) -55-
：その らの 3
 
田中正智
（電気通信大学歴史資料館）
め
として任命した。
艦隊の編成は、外国か
ない
して、
当たることになったのである。
8月23日
しドイ
サンドロウイッチ、アレクサンドル・ミハイロウィ
ロフ、
した。 ロジェストウェ
略である。
しかし、
したマカロフの後任とし
てスクルイドロフ中将が旅順に向けて出発したそ
の日、．．
ストウェンスキ 口
-56 2005年 5月 ー
こと
この年の秋にクロンシュタット
とが決定された。
1.第二太平洋艦隊の航跡の区分
クロンシュタットから対馬まで、波濤はるか
イル (33,000km)におよぶ艦隊の航
に次の 9つ した。
① クロンシュタット～リバウ～スカーゲン岬
～北海
② いわゆる
③ 北海からタンジールまで
④ タンジールでスエズ連河経由のフェリケル
ザム枝隊と別れノシベまで
ノシベ在泊 焦燥の 2カ月
⑥ ノシベからインド洋を縦断 マラッカ
を通過 カムラ
カムラン
ンドリヤ
れたり
⑧ ワン・フォン（ホンコーヘ）
と遡坦
⑨ ウラジオストクに向けて
ンクト・ペテルブル
れたクロンシュタット
った。
2. 1 クロンシュタット～リバウ～
スカーゲン岬～北海
3 -1 
ロジェストウェンスキ
は、クロンシュタット
クア
その陣容は次の通りであった。
「クニャージ・スウォーロフ」（旗艦）
「インペラトール。アレクサンドル三世」 「ボ
ロジノ」「アリヨール」「オスラービャ」「アド
ミラル・セニャーウィン」「シソイ・ウェリー
キー」「ナワリン」、巡洋艦「アドミラル・ナヒー
モフ」「アウロラ」（オーロラ）「ドミトリー。
ドンスコイ」「スヴェトラーナ」「アズマール」
ジェムチュグ」、駆逐艦「ブイヌイ」以下10隻、
「カムチャッカ」、
「マライヤ」
ロフ」
トフスキーは、その
き
ついては
「アリヨール」、
9月1日 艦隊クロンシュタット軍港出航
は
神に祈りを捧げた後、
「クニャージ・スウォー
リ
.。
同日午後、艦隊はレーヴェリ
タリン）に向けて出航した。
航海中、艦隊の「スラビ・アルゴ」（栄光の
と連送船「キタイ」ならび
ストニア・
した「マルコーニ」
い、「マルコーニ」
レーヴェリ泊地に投錨
付近の海域で
ジェストウェンスキー」少将ノ
依リ施行サレタ
ウエリ」二於テモ最初充分ナル成績ヲ
しは必ずしも明るくなかった。
10月 9• 10日 ニコライ Il
10月1日 艦隊レーヴェリ泊地を抜錨
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太平洋第二艦隊の航跡
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図ー1：第二太平洋艦隊の航跡）1
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10月12日 艦隊リバウ（現ラトヴィア・リエ
パヤ）港外に投錨
翌日、ロ
戦艦ボロジノの復元力に関する
術資料を接受した。
10月15日 艦隊リバウ港外を抜錨
ブラーウイ」、運送船「キタイ」。パラーノフ
して、本隊と同航。
ロシアの領土を離れて東方遠征の航海に上る
に際して、ロ
グラビア図 1参照）を提出した。
10月17日 艦隊ランゲラント島（デンマーク
領）ファッケベルグ灯台付近に投錨
翌日、艦隊は風力の衰えを待って錨地を抜錨
した。
10月20日 艦隊スカーゲン岬（デンマーク
沖に投錨
艦隊は次の情報を得た “艦隊”とは、
艦隊はスカーゲン岬沖を抜錨、口司
ヲ
ア
加フル準圃戚レ
モ之ヲ，
峡方面二哨戒隊
タリ］
を中止、
出航後
この情報がかねて接受してい
るところもあることから、これ
きないものと判断して直ち
けて出航した。そして
ため、艦隊を 6枝隊に分割して
ることとした。すなわち
1枝隊：駆逐艦「プレスチヤシテー」「ペ
スウブリロチヌィ」「ボーズルイ」、
る技
レ
「コ
レヤ」。シァモフ中佐が指揮してシエルブール、
タンジールを経由してフェリケルザム枝隊（後
述）に先行して地中海のアルジェに向う。
2枝隊：駆逐艦「ベドウイ」「ブイヌイ
2005年 5月
ウグ」「アズマール」。シエイン大佐が指揮して
フランスのシェルブールあるいはブレストを経
由してタンジェールに先行する。
4枝隊：巡洋艦「ドミトリー・ドンスコイ」
「アウロラ」、工作船「カムチヤッカ」。エンクィ
スト少将指揮の下にタンジェールに先行する。
5枝隊：戦艦「オスラビャ」「シソイ・ウ
エリーキー」「ナワリン」、巡洋艦「アドミラル・
ナヒモフ」、運送船「メテオル」「マライヤ」。
フェリケルザム少将が率いて本隊と共にタンジ一
ルに向う。
本隊：戦艦「クニャージ・スウォーロフ」
「インペラトール・アレキサンドル」 I世「ア
「アナズイリ」、曳船「ルー
シ」。口司令長官が直率した。
にことわらない限り
した限りでは日本の水雷艇などが
ける恐怖の海域に入った。もとより
は、日本の諜報機関があわよく
平洋艦隊の東航を断念させるべく流布した、
りの情報にすぎなかった。
2. 2 _ 
10月21日 北海ドッガーバンク事件の始まり
口
した。
同日夜、旗艦「クニャージ・スウォーロフ」
（エ作船）「カムチャッカ」より
した。以下、巡洋艦アウ
-力
引用である。
午後 8時55分
「カムチャッカ」
「スウォーロフ」
「カムチャッカ」
「スウォーロフ」
日
ー
シ来ル】
らの
ント
ルヤ精
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「カムチャッカ」 【水雷艇ハ約八隻ナリ】
「スウォーロフ」 【貴船二接近シ居ルヤ】
「カムチャッカ」 【一縫以内二在ルモノト以
外二在ルモノトアリ】
「スウォーロフ」 【魚雷ヲ発射セシャ】
「カムチャッカ」 【更二不明ナリ】
「スウォーロフ」
「カムチャッカ」
「スウォーロフ」
「カムチャッカ」
「スウォーロフ」
「カムチャッカ」 〖見エス】
レノ ヘ
ヲ
セリ是二於テカ此「ランチ」
ノ匝員ハ
ナリト信シテ射撃ヲ止
後日二至リ我砲火
ノ為漁船ノ損害ヲ受ケタルモノ敷隻アリシ
ヲ知レリ〕
” ．．．と
「ペトロパブロプスク」
マカロフの戦死が、ロ
れた。あるいは、そ
の通過が
2. 3北海～
10月22日、
入った。
。
した
きか協
るもの
）も
く、
限ヲ加ェス
シタリ］
10月26日
10月22日 北海ドッガーバンク事件（ハル事件）
「ドッ
ガーバンク
ニャージ・スウォロフ」ノ
シテ
加えられた。
「アリヨール」は400トンの搭載をみと
められた。次の寄港であるタンジェールまでは
900ト
口
-60 
隊カ ル「ランチ」二救助ヲ
シハ同船ハ飽クマテ艦列ヲ横キラントシ攻
ルニヤアラスト疑ヒタルヲ以テ
ナリ〗
―‘ プ た。
こ
ロ
ロ
枝隊だけが抑留されている
もに
サリ
2005年 5月
留セラルル理由ヲ解セス
ス
1日 艦 隊 ヴ ィ
艦隊が出港すると、
は2マイルの距離、夜間は 2~ 
した。たまりかねたロ
リケルザム
タンジールで艦隊は歓迎され、何の制限も
けなかった。
同日予定通り、フェリケルザム少将率いる戦
「シソイ・ウエリーキー」「ナワリン」巡洋
「スウエトラナ」「ジエムチウグ」「アズマー
ル」などの枝隊は、本隊と訓れてスエ
ケルザム
あった。
と命じた。
しかし「アリヨール」
トンなので、
＜
 
ー
目的ヲモ知ラ
ヲ絶タレテハ本戦ハ艦
として、艦隊か
スル
リ（海軍省からの）
クニ至ランモ閻リ難ク
タンジール入港／フェ
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図3-2:
ンス政府ハ我ガ艦隊
イゴ・スア
ト見テイル
別ノ地点、
ろっ
サレタシ、
レサル無人ノ
力如キ
しかし、
した。
それにしても、ロジェストウェンスキー
として当然知っておかなければ
ならない旅順攻防戦の戦況について、 は
なおダカールで
便があっ
ガボンま
まされた。
艦隊ガボ
向けて抜錨した。
海図の不備に悩
った。
シテル
した。
次
62-
の寄港地を予定していたジェゴ・スアレツでな
く、マダガスカル北の離島ノシベに変更する旨
の命令が発信された。しかし、この電報がガボ
ンに着いたのは艦隊の出港後となり、
はその内容を知ることができなかった。
12月 1日 艦隊ガボン河口を抜錨
12月 2日 艦隊赤道通過
船舶の赤道通過に際して“赤道祭”なる催し
が行われるようになったのか、その起源は定か
ではない。その行事が、第二太平洋艦隊では行
われた。筆まめなポリトフスキーは愛妻に向け
て克明に書き送っている。
〈十二月二日 今朝スワロフ艦内にて赤
道通過祭を始めたり。
黒な人間が陸戦隊用
の上には（ネプチューン及びヴヰーナス）
の神に｛分したる異様のものと、航海長水先
りて、
められたり。行列には陳抑＼笛などを吹きた
となり、紬部に
り
り。賤女は小兒を懐け
したり）・・。
[2] 
いたとは何ともほほえまし
し＼
゜12月 6日 艦隊グレート・フィシュ・ベーに投錨
ポルトガル政府は口司令長官に対して24時間
以上の停泊を認めない
12月 7日 艦隊グレート・フィシュ・ベィ
12月 9日
12月11日 艦隊アングラ。ペナ
12月16日
この日、ロ
を接受した。
〖日本政府ハ佛國ノ
ナリトテ強硬二抗議セシヲ以テ佛國政府ハ
2005年 5月 通巻第94号（第28巻第 1
ムルハ不可ナリト認メ
シタル「マダガスカル」
「ロジェストウエンスキー」
ト認ムル佛國領海外ナルー地貼
ヲ捧マレンコトヲ要請セシヲ以テ「フェリ
ケルザム」少将ニハ「ヂブーチー」ヨリ水
シアル航路即「コマル」列島ノ
西側ヲ経テ「ノッシベ」
ゴ・スアレッ」二寄港ヲセサ
ヲ悛シタリ尤モ佛國政府二於テモ艦隊二要
スル水先案内ヲ始メ網テ出来得ル丈ノ
ヲ我艦隊二提供スヘシト云
図3-2 （電報 1)の内容を承知していない
ロ司合届官は、政府の弱腰と
して、
ろっ
• 
に
12月31
r .. 
） 
シテ傭入.....
セシメントスルハ到底不可能ニシテ突然ノ
と、
ルカ
折から、カ
ノ光明ヲ奪フモノナリ］
•今ヤ本戦ハ艦隊ヲ
］ 
うことになり、
る意義が薄弱になる。
あった。艦隊将兵の士気は低下し
ヲ占
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た。
12月17日 艦隊アングラ・ペナ
12月19日
している。
机山
此
リテ
シモ巡痒艦「ドミトリー・ドンスコイ」エ
作船「カムチヤッカ」ノ如キハ
ヒ戦艦「オスリヤビャ」
タシ許可ヲ乞ウ】
は【風凪キテ テニ艦隊
二合同スヘシ】と、条件を付して許可した。
12月23日 南アフリカ
この日、風浪はようやくおさまった。
により艦隊に命令第490号を通達
した。すなわち、次の停泊地で端艇をおろし
【..．艦ノ外底ヲ掃除、ン海草蠣類ノ附
ルモノヲ除去スヘシ・・。】
[3] 
また「カムチャッカ」の機関の石炭燃焼の不
いて、旗艦との間で旗脈信号と
しt~ [3] し~゜
12月26日 マダガスカ
10月20日にデンマークのスカーゲン岬を
以来、 6つの枝隊に分れてそれぞれ独自に航海
を続けてきた艦隊（本隊）はここで合流した。
12月28日 セント・マリー島まで200マイル
きわめて遠方の 2地点間で
し
艦船にとってはすこぶる
21日午後 8
あり。
ラ
レヨリノ
ヤ「フェリケルザム」少将枝隊ノ
「アング
ラ。ペケナ」二於テ行ハレタリ本戦ハ「フェ
リケルザム」隊二就テハ安心シア
サルハ「オレーグ」「イズムルード」
「ドブロツウオルスキー」
シテ本隊ノ跡ヲ追ヒ来ラ
ントスル「スモレンスク」「ペテルブルグ」
「ウラル」等ナリ特二如上ノ三隻ハ薄弱ナ
ルニ拘ラス
と、心を砕いている。そして“安心シアル”
「フェリケルザム」隊についても、
［「フェリケルザム」少将枝隊ノ如キハ縦
ヒ
シタルニアラサレハ全ク
ナシ］
と、そ
ヲ トス ヲ
トナスノ外
しながら、
ルヲ以
ル
シ
ニ仕リテ
月モ水沫ヲ浴ヒシカ學ヒ
-64- 2005年 5月
シ唯「レーウエリ」
アリシカ如クナ
ノ如キ
メンコトヲ努ムルノミ航海スルコト
月目二及ヘリモ未航路ノ
リトテ別
と、
える。
り
ヨリ長ク
しかしペテルブルから
なかった。
していることがうかが
も届いてい
12月30日 艦隊セント・マリー海峡に投錨中
うわさ けに頼るわけにはゆかない。
フ枝隊の動向と旅順港の現状に
るべく、
た。
またこの日、さまざま
内容不唄
た。
曳船「ルーシ」がタマタワから
もたらした。曰く、
〖12月 21 日日本ノ 轄巡
ス「モザンビック」
リ「フリケルザム」少将ノ枝隊ハ12月
28 日「ノッシベ」潟到著碇泊セリ〗
この日イギリスの巡洋艦数隻が前方水域から
した。
いない口司令長官は再び怒った。
ジェゴ・スァレツに派遣し、
せていた連送船をセント・マリー
るとともに、曳船「ルーシ」をタマタワ
して海軍大臣当て、次の電報を発信させ
〖「フリケルザム」少将ノ枝隊ヲ I ノッシ
べ」二回航セシメタル虜置ハ精密ナル小官
ノ計書ヲ破壊シタルヲ以テ同枝隊ハ直二
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「ヂェゴ・スァレツ」二引返ス
レタシ〗
加え は
〖同枝隊ニシテ「ヂェゴ・スァレツ」二入
港セスンハ同港二日ヲ期シ
シタ
した。
他方、フ司令長官宛てに口司令長官は
マリー」ノ北方九十浬ナル「アントン・ジ
ル」湾へ回航スヘシ〗
と命じた。同湾の奥、ショアゼル港に近いマラ
ンセル村にジェゴ。スァレツと
地ヲ敵二占領セ
防禦線二退キ之
トシ戌兵モ亦困懲ヲ極ム、
ポリ」ト
ジェゴ・スァレツに固執した理
ったからである。ノシベ
ら本国との間で電報を送受するには、ジェ
ゴ・スァレツあるいはマユンカまで艦艇を約200
マイル走らせなければならない。
艦隊の将兵
られた。
1905年 1月1日 艦隊セント・マリー海峡に錨泊中
曳船「ルーシ」がタマタワから地元紙を携え
てきた。その記事はおおむね次の通り。
《フ司令官率いる枝隊は「ノシベ」
日本艦隊の一部はシンガポールに向
マダガスカル付近で日本の駆逐艦 1
船 1隻発見。》
1月 2日 艦隊セント・マリー海峡に錨泊中
タマタワから31日
おける
連ばれてきた。
口
る
ノ準備ヲ
「イムペラート
ル、ニコライ」一世「アドミラル、セニャ
ウイン」「ゲネラル、アドミラル、アブラ
クシン」ー等巡洋艦「ウラジミール、モノ
「ルーシ」ヲ以テ編成シ
「ネボガートフ」ノ
リニ月二日マテ
頃
「スラーワ」「イムペラートル、アレクサン
ドル」三世「パーミヤチ、アゾーワ」「ア
同日追って、次の電報を接受した。
レーグ」「イズムルード」「リオン」
「ドネップル」「レーズウイ」（注：ドブロ
ツウオルスキー大佐率いる後続隊）ハ既二
「スダ」（注：アレキサンドリア）二到達シ
日将二東進セントス但ヽン「プロンジーテ
リヌイ」及「ブロゾルリーウイ I ノ
レハ艦隊ノ
メ置カルヘシ而シテ「イルツイ
日 し
ク
-66 
命令無クハ「ヂブーチ」ヨリ「ラムポング」
リ、之「バタビア」
ヨリノと-
依リ頼ヨリ我給炭船ハ「ラムボング」
港スヘキヲ信シアルヲ以テナリ〗
1日に「ルーシー」がもたらし
＼て、口司令長官は停泊中の艦隊
制を命じた。
1月3日 艦隊タンク・タング湾へ回航
艦隊は季節風を避けて、タング・タン
し錨泊した。ジェゴ・スァレツに派遣した
らないので、口司令長官は、同船が
される恐れがあるとして、エ司令官に
次のように命じた。
［巡洋艦「アドミラル・ナヒモフ」「アウ
ロラ」「ドミトリー・ドンスコイ
て「ヂェゴ・スァレッ」に至り、
艦隊に合流するまで護衛すること、そして
そ.... .....
フ-▼ → 
め、アントン・ジェ
タン
こと］
4日 艦隊タング・タン
フ」より旗艦へ
ニ常リ明カニ六個ノ火光ヲ
った。 と艦隊は
れた。しかしそれは「オスラビア」
らした灯火だっ
1月5日 艦隊タング・タン
工 「アドミラル・ナヒモフ」などと
入れ違いにこの朝、ヂェゴ・スァレッから
ラス然レト
必要アラ
無キ枝隊ノ艦船ヲ抜キ直二出動セシムヘシ〕
ウイッテ中佐は次のように
ノ提供セル補助巡洋
ノ内「ヂェゴ・スァレツ」二到著セシ
2005年 5月
モノハ 1 クバニ」一隻ノミニテ其他ハ何所二
リ巡洋艦「オレグ」「イズムルー
「グロムキー」「グローズヌイ」
聞ク所無シ
さらにこの 5日朝、タマタワから戻ってきた
曳船「ルーシー」が旅順港陥落の悲報とともに、
と命じてきたのに続けて、
ハ他ノ枝
「フェリ
」
クヘシ〗
レハ日
以テ「ラムホング」二向ハシメントセル給
ヒ艦隊
はそ ． 
しをせまられた。そして、旅順陥落の情報に将
は大きく落胆した。
1月6日 艦隊タング。タング湾抜錨
「クニャージ・スウォーロフ」
「スウェトラナ」艦長から、次の
した。
「フェリケルザム」少将ノ命二依リ
ナル獨立枝隊ノ事情ヲ
「ベドウイ」「ボードルイ」
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ヲ率ヰ「ノッシベ」湾ヲ壺、ン艦隊ノ泊地二向ツ
テ航進中ナリ〗
との連絡のためノシベ湾
に向ったフ司令官率いる「ナヒモフ」をはじめ
とする巡洋艦隊と、フ司令官が本隊に向けて派
した巡洋艦「スウェトラナ」などは、
ってしまった。
8時30分、ロ ＼る本隊は「ス
ウェトラナ」などの到着を待たずに、ノシベ湾
に向けてタング。タング湾を抜錨した。しかし
10時30分、「スウェトラナ」「ベドウィ」および
~ [3] 
「ボードルイ」は艦隊に合流した 。
1月 7日 艦隊ノシベ湾に向け航海中
この日はロシア正教の聖誕祭（クリスマス）
日なので、艦隊は祝祭の飾り付けを施し、
し
らも、
せたという。
ロ司令長官は
こ集めて、
そしてこの日、「スウォーロフ」はジェゴ・
スァレツまで30マイ
の巡洋艦「クバン」
はなかった。
同日夕刻、ロ は巡洋艦「スウェトラ
「ス
してフェリケルザム
は払暁の頃に到達予定なることを伝えよ。
「ナヒモフ」「オーロラ」「ドンスコイ」
1月 3日参照）がもしノシベ湾に帰投して
いないときは捜索電信を
「アリヨール」には貴艦に随行して離れな
ぇょ。ベドウイと並んだとき
あまり先航し過ぎないよう伝え
2. 5 ノ 焦燥の 2
1月9日 艦隊ノシベ湾投錨
日を浴びて旗艦「クニャージ・スウォーロ
フ」を先頭に、戦艦「インペラートル・アレク
サンドル」三世「ボロジノ」「アリヨール」「オ
スラビア」それに運搬船「カムチヤッカ」「ア
ナズリ」「コレャ」「マライヤ」が湾に入った。
主隊、枝隊の将兵は舷側に整列して“ウラー”
の歓声を交換
は既に到着、
った。巡洋艦「スウェトラナ」
「ボードルイ」「ブイヌィ」
曳船「ルーシ」それに病院船「アリヨール」は
前夜の内に入湾していた。
ロ司令長官とフ司令官はじめ将兵ー同は、タ
ンジールで別れて以来 2カ月余ぶり
んだ。しかし・・。満州の戦況、本国内の政治
加えて艦隊の前途に対する
もあって、喜びも半ばであった。
それに当地は、口司令長官が望んだ泊地では
ない。すでに述べたように、ここには郵便局も
もなく、 150マイル離れたマユンガまで
して、ノシ
そしてこの日、口司令長官はノシ
た。
るとともに
セニャウイン」「ゲネラル、アドミラル、
アプラクシン」巡洋艦「ウラジミール、モ
ノマフ」ヨリ成ル「ネボガートフ」少将ノ
ー隊ハー月下旬頃「リバーワ」ヲ ヘ
シ旅順港ハ既二陥落シタレ
「マダガスカル」二於テ
将夕
セスシ
カル」
卜
チー」二到達ノ豫定ナル「ネボガートフ」
少将二耐、ン「ヂブーチー」後ノ行先地ヲ
ように ヽ合わせてき
ドブロツウオ
ルスキー枝隊） ル為「スダ」
：アレキサンドリア） ス尚一月
日 「ヂブーチー」 ル筈ナ
68 
ル「ドブロツウォルスキー」
何如ニセシャ〗
ことここに至ってロ
ノ枝隊ハ
は自暴自
境に近い。 ドブロツウオルスキー枝隊の動向な
ど“こちらが訊きたい'’。それでも海軍省に返
電して曰く、
〖巡洋艦「オレーグ」「イズムルード」
ノ
ノ
ゴスアレツ」
「マダガスカル」二到著スルマテハ之
二耐シ何等ノ訓令モ褻シ難シ然レトモ本職
ス レハ「ネボガー
トフ」少将ノ向フヘキ地貼ハ自然解決セラ
ルコトトナル
ロ司令長官は
も早くウ―
う。口司
した。
〖「ネボガートフ」ノ枝隊ハ四月二至ラサ
2005年 5月
入レ「スパーデッキ」ハ何トナク賑ハシキ
ヲ呈セリ
ノ期二至リテハ
ノ紛々タル
ル所今ヤ既二
「オレグ」
ー←ウノ..
ニフニ於テ一致セリ〕
と ものの、
レハ「マダガスカル」
シタル後大修理ヲ
サルヘシ而
ヘシ又「ドブ
末以前二
ノッシベ」
.• • ••• ・--.ーノ卑判屑元戚スへ
ケレハ「ドブロツウオルスキー」及「ネボ
ガートフ」力印度洋二航進スル頃本戦ハ何
>
の地で、
り続けた
のだった。
1月14日艦隊ノシ
ロシ
した。
年を迎え各艦で祈祷が行われた。その後、
あいさつに赴い
艦
戦
中
しない。
ノ紛々タル”
っている様子を『「アリヨール」
している。
それに対して入港中のこととて、新聞による
情報が満州での陸軍の敗退を伝える。艦隊将兵
口
は、
した。その概
た。 ある。
ヲ
サルヲ要ス之レ艦隊ノ所在地ハ世界ノ
目シアル所ナルヲ以テ目然彼等ハ承知lシ
ヲ以テナリ〗
1月19日 出航延期
ル所ナリ〗
スト云々二
ル石炭補給モ勿論許ササ
れる
口百」行長巳は未然曰大した。
向けて航海を続けられない。
して
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ノ艦隊随行ヲ要請セ
と
ラレタシ〗
した。
グ・ア
ル能
つ甲し八オし℃い I'-0
知しないので、日本側は“口
る船舶は全て捕獲する”
口
た。
っ
ノ令アルマデ「マダガスカル」島
ヲ
ぐ
シタル儘シ
シ唯「ネボガートフ」枝隊ハ
トシテ頻ムニ足ルヘキ勢カヲ
ルモ如何ナル状態ニテ「マダガスカル」ニ
ルヤ未知ルヘカラス此枝隊卜
ントセハ到底六月ヨリ早ク日
ルコト能ハサルヘシ〗
とした上で、石炭をはじめとする
した。
「ネボガートフ」枝隊ノ
レルヤヲ知ラス
スルニ
クト
陥リッツアリ〗
1月22日艦隊ノシ
ので、
ル枝隊
と
こない。焦燥の内
ブルグに向
ノ．一
ヲ研究セシメ我艦隊
シムヘシ而シテ
「ドブロッウオルスキー」枝隊ノ如キ
ヘカラス
ナ加えた。
ニテハ「マダガスカル」
ア
ヒ置カ
レタシ〗
1 
した。
ヲ
ヲ
70- 2005年 5月
夕
及「ノッシベ」湾二居留スル自國ノ
ト電信ヲ交換シテ能ク我各枝隊ノ
シ。・・］
ど
口
で、日本艦隊の戦艦は
それに「朝日」の 4隻であった。
1月29日艦隊ノシ
は、ハンブルグ・アメリカ
できないので、 5万トンの石炭に対し
させ、
そして、
を悩まされたロ
自宅に書き送った。
＜只今余ハ大二不愉快ヲ
絞ル
隊
ヲ，
ニ入ラントスルヲ以テ日本人ノカヲ借ラス
シテ我艦隊ノ半分ハ破壊セラルルコトアラ
ンコトヲ恐ル今後ノ成行ハ未知ルヘカラス
唯目下ノ
「マダ
シ来リタ
し
9 -冨ノ
如キモ「マダガスカル」
リ＞
でするようでは、
はなはだ心もとない。肝心の運炭船の連航につ
いて、海軍省とハンブルグ・アメリカ
との交渉が延々と続いた。
2月7日艦隊ノシ
は旅順の太平洋艦隊が全滅し
こそが、日
ていた。しかしネボガトフの第
(1月2日参照）の主戦力として
ら
に終わっていた。
これに対してロ
し
はおおむね次の通りである。
〖ドブロツウオルスキーノ枝隊ハスデニ
向カッ
ダガスカ
ッベシ。ネボガトフ
照）ハ、不日リバウヲ
ノ艦隊ヲマダガスカルデ待ツカ
ル。タダシ同艦隊トノ
Jauranal of The Pacific Society/ May 2005 / No. 94 (Vol. 28, No. 1) 71 
こ
流予定地点ヲ、ネボガトフニ伝エヨ〗
もなおロ
に執拗に食い下がった。“ドブロッウォルスキー
してもその艦隊の修理に多くの日時
を必要とするだろう。航海に耐えない艦船は前
進させないでもらいたい。我が艦隊の必需品は
消耗し尽くそうとしている。ネボガトフ枝隊の
地の陥る”と
〖艦隊ノ
テハ艦隊ノ
ヲ虚罰スルニ
ノ シ其ノ
図3-4：電報2（ペテルフルグ発信ノ
25日（西暦2月7日）
ロジェストウェンスキ
［ドブロツウオルスキーノ枝隊ハ、スデニマダガスカルニ向ケ
ヲ待ツベキモノト認ム．ネボガトフ艦隊
ン． シカシコノ艦隊ヲマダガスカルデ待ツカ合カハ貴トノ裁量二委ネル
ヲネボガトフニ伝エヨ． N0.476 ニコライ I世］ （ロシ
-72-
ノシペの憂愁
熱帯の強烈な陽光の下で日射病に倒れる
した。
息も不明である。あきらめて釣糸を垂れる者も
いる。
せるべく
め
なし＼。
がて病院船「アリョール」
したそ
として、
［．．．艦隊ノ網艦船二於テ
セシメタルニ拘ハラス
「アリョール」）二於テハ
ノ面前ヲ L.庇只ヽ
ヲ甲板上二徘徊セシメ柩
セル甲板面ニハ汚物散乱ヽン『聖ナル
リ汚水槽ヲ持チ出
しかし効果は上がら
くなかった。
「ウラル」乗組機関少尉ザ
イヲンチコフスキー 右ハ2月6日制服ヲ
ノ末飲酒酪町事ヲ省セサルニ至リ且
してきたテレフン
はシーメンス社の無線
2005年 5月
ム
近二瓜生少将ノ率ヰル
〖日本ハ認 Ill百逃二
あきれて
2月11日
ロ司令長官は、
た。
周 ノ ヲ
る。
し
シア
レタ
シアリ〗
2月14日艦隊ノシ
スキー枝隊と
コモロ諸島の西方からノシベに接近中のド
ブロッウオルスキー枝隊の巡洋艦「オレーグ」
8 
ヲ設価セリ
②連送船「ウラル」ノ
リヤビ・アルコ」
船「コレャ」ノミニシ
ヲ起生セリ
④「コレャ」ノ
ク
シ
ドブロッウオル
ヲ接受セ、ンモ他ノ
ノ距羅ヨリス
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ハ昨日ヨリ
ノ間ニハ陸地モ又
ルモノナキ
シニ「コレャ」ハ山ヲ
「オレーグ」ノ
レャ」ノ電信機ノ良好ナルハ「スリヤビ・
アルコ」式ノ「マルコニ」式二勝ル所以ナ
リトスルモノア
し 、ンタ
シテ
「アレクサンドル・スミルノフ」ノ技能
ナルニ職由スル所多キヲ以テ
二向ヒ
リバウ出航
の長物ある
いは足手まといと思う第三艦隊を、ネボガトフ
少将が率いて、いよいよ
ネボガトフ艦隊出航の知らせ
は、健康を害し
ノ不完全ナルモノ多カラント推測セ
ラル此際一般ノ不平ハ本戦ノ「マダガスカ
敗滅シタルヲ以テ I不小ノJ-
トフ I枝隊ヲ映クトモ多少ノ捐害ヲ賭シ艦
ードフ 1 少料ノ枝隊トノ
｝レ
は、
が排除し
も
した。すなわち、
際し
船から100マイル離れて航行した。
2月21日
口
た。
「ネボガートフ
成如何ニア
2月24日
ロ
〖日 ヲ
し
し
セントスル目的
-74-
2月28日艦隊ノ
は、ネボガトフ枝隊に期待すると
ころは何もない。旅順艦隊無き今、一刻も
た。
ヘキニアラスシテ日本海ヲ
セントスルニアリ而シテ現下「マダガスカ
ル艦隊ノ勢カニテハ此任務二
リト認メラルルニ因リ「ドブ
ロッウオルスキー」枝隊ノ外二四月上旬ニ
ラントスル「ネボガートフ」枝
隊ヲ艦隊二合同セシメハ艦隊ノ
ヲ容易ニスヘシ〗
同日、ビスケー
隊ネボガトフ司令官は、
「クロニャ」と
し
した。すなわ
ち、
① いたドイツ
る
出会った際はただちに降伏す
④
 
ノ浦盟斯徳二向ハントスル航
ヒ決定スヘシ〗
ビスケー
つ
2005年 5月
と同航を続けるとするものである。
3月 2日艦隊ノシ
前年11月からロンドンで開催されていたドッ
ガーバンク事件に関する国際査問会は、以下の
して、 2月半ばにその任務を終えた。
①
 
③
 
た。
も
② イギリスは日本のために北海で
ー
中に、日
附
フ
ニ
に必
していない。
とロシアから派遣され
いまわしいドッ
0 
した。
3月12日艦隊ノシ
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この日、艦隊の将兵はクロパトキ
る陸軍が奉天から敗退したことを知った。
3月13日
ろっ
2. 6 ノシベ～インド洋～カムラン湾
旅順が てからすでに 3月余、
その上クロパトキン率いるロシア
州の奉天で敗退したことを知ったロ
もはや一刻の猶予もできないものと
3月16日 艦隊ノシベ湾を抜錨
出航を前にしてロ
さず発信した。
ノッシベ」湾ヲ出動ス〗
艦隊はインド洋縦断の航海に上った。
3月21日 第三艦隊スダ出港、強風のため難航。
3月23日 艦隊インド洋縦断中
インド洋縦断中の旗艦「クニャージ・スウォー
「シソイ・ウェリーキー」との間
した。
[3] 
タリ】（「シソイ」
レナルヤ直ク知
ノ針路ヲ執ラントセ
シメヨ 司
ナリ
リ】（「シソイ」
ら、口司
シベ湾を
この日、第三艦隊は黒海のオデッサから
「カストロマ」を加えて、スエズ運
4月 2日
4月 4日 艦隊インド洋縦断中
テ
シヽ
ケル各艦ノ間二向ッテ
シ得ル場合ニアラサレハ縦
ヲ行フヘカラス、何レノ
リ列ヲ脱スヘカラ
ヲ起サシメ敵二襲撃ノ便ヲ輿フルヲ
以テナリ、特二運送船ハ側方へ避退スヘカラ
ス、損害ヲ被リ艦隊ノ速カヲ保ツコト能ハサ
ル艦二限リ列外へ出ツルヘヽン】
同日、ロ
地点をサイゴンの北方200マイルのカムラン
と指定。また日没に際して
こ
トであった。
4月7日 艦隊マラッカ海峡通過中
午後10時 5分、巡洋艦「アルマーズ」より
ー・ドンスコイ」
に同け発光信号で、同艦もそれらの艦艇を認め
があった。
「アリヨール」
ることができた。しかし、
かった。ただ、
した波浪の反映が、あるい
認されたのか．．．？
ノッ
卜
こ
しい艦船と誤
た、マラッ
してジ
カ海峡のミステリーであった。
4月 8日
ガポー
2時シン
ロ は隷下の艦隊 ょ
し
ちは日本艦隊が、はたしてこのロシア
艦隊に対抗できるのかと、危惧したという。
76- 2005年 5月
【日本艦隊ハボルネオ島ノラブアンニ止マ
リ其謳逐艦及巡洋艦ハ妥ヨリ最モ近キナチ
リ】
ハ「アルマーズ」「ドニヱープル」「リオン」
「ドンスコイ」及第二謳逐隊ヲ率ヒ運送船隊ノ
リ主力戦隊卜相失セサル椋成ルヘク
ヲ執リ随行スへ 、、;̀  ［3]
「オスラービャ」発「オレ
「アリヨール」が次のように
しt-[3] '-0 
｛日本ノ全艦隊ハボルネヲ島ノ
リ五隻ノ潜水艇マラッカ燈憂ノ附近二
レヲ迎撃セントノ企アリシ、ネボガトフハ
4月4日マデヂブーチ
ない。
/ V I以手ー／JーコJJu  
ネボガトフ少将率いる
ハ此際飽クマ
これに対
キー
こ
ヘキモノニアラス
レサルヘシ〕
日本側で翻訳しているから、
当にこの通り発言したのかどうかは不明である。
が、それにしても彼は勝利が望めないこと
静に判断していた。その上でスウェントルジエッ
キー大尉は窮言を続け
ゴ
i
禾
土
あ
こ（
4月
こ6
ルヲ
ノ車艦卜連送船ヨリ成ル「ネ
枝隊ノ今後二於ケル不明ナル
又
ンノ
ヲ翫
リス
ク又げ
ニノ
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ルトキ今後如何ナル虞置ヲ執
タルヘシ〕
した上で、
ント欲セハ我力艦隊
シ亡失スル所無
ス
スヘシ然ルトキ
ひたすら
ト無論ナレハ此効果ヲ利用シ
和ヲ只管取急カサルヘカラス最早海上ノ
ヲ以テ外二成功ヲ求メントスルハ期待ス
ヘカラサルモノニシ
モノナリ然レト
と、述べた。ここ
ら
婦
ノ闊ス
い。勝
戦った
ヽ
コロン参謀長からもロ
もなかった。しかし、
このスウェントルジエッキー参謀が具申し
は、この後のロ
ていることがうかがえる。
あるいはこ
したのかも知れない。
4月1日
内
シ
シムルコト能ハサルヲ以
トス〗
4月14日ペテルブルグに到達した。
。
次の内
「アリヨール」に託して、サイ
させた。
しかし、サイゴ
はなかった。情報が無いまま
さなければならないからである。
〔此日朝来「ロジェストウェンスキー」
ト無ク心氣落チテ著カス怒リ易ク
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2. 7 カムラン湾在泊
4月13日 艦隊カムラ
4月14日 カムラン湾停泊中
ロ司令長官の命令により、すでに 3月23日
に3万トンの石炭を搭載してジェゴアレツを出
したハンブルグ・アメリカ汽船会社の汽船 4
隻が入港していた。 4隻とも主植にロシア
を、前棚にフランス国旗を、斜桁にドイツ国旗
を掲げていた。
正午頃、巡洋艦「ディナ」艦長リーウェンが
サイゴンから差向けたドイツ汽船会社の「ダグ
マル」が、口司令長官が 4月11日
てた電報の返信を届けてきた。曰く
ノ陸正面ハ開放シアリ又同地ニハ
貯蔵品アリ「ネボガートフ」枝隊ヲ待タス
進スヘシ〗
この命令を得て、ロ
ジオストクをめざし、日
した。
4月16日 カムラン湾停泊中
フェリケルザム少将が脳溢血で倒れた。元も
と病弱なフ少将の再起が危ぶまれた。
ヘタル家畜ハ今ヤ之ヲ
ト、セリ〕
[3] 
4月19日カムラ
この日エンクェスト少将はその将旗を「オレ
グ」に移した。
ロ司令長官は命令を発した。曰く
[..・手旗信号ハ永久二存スル唯一ノ
方法ナルモ此法タルヤ甚夕
ノ位置二張り付ケ又
トヲ其附近二備へ付クへ
2005年 5月 通巻第94号（第28巻第 1
ヘシ・・］
は、
“黒板”を考
した。それにしても長官の脳裏には、縦陣形
で日本艦隊を突破しウラジオストクに逃げ込む
艦隊の構図が描かれていたのであろう。
4月20日 カ ム ラ
ロ司令長官はカムラン湾に一週間停泊した後、
海軍省に次のように打電した。
〖本戦ハ「カムラン」湾二向フ途中石炭
ントス〗
為シアラント思料シ即
向ッテ航進スルノ必要ヲ
以来幾度卜無ク
ラス柴視二於
一^ ハ唯々
レ
艦隊二於ケル無線電信ノ状態
「スウォロフ」ハ泊地二歿レル旗
艦「オレーグ」ヲ呼出サントセシモ之モ亦
ノ應答ヲ得ズ本日ハ午後二時ヨリ艦隊
ニ近付カントスル巡洋艦戦隊ノ「グバン」
シノミ「スウォロフ」
クノ如キハ慨嘆
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ニ於テ「グバン」ノ
「スウォロフ」二取次キシ
ナキハ更二憂慮二堪ヘサルナリ
日モ亦「スウォロフ」ノ無線電信所ヨリ哨
戒任務二就キタル（注：フランス）巡洋艦
「リオン」ヲ呼出サント大二努メタルモ遂
リ云々 ］
ほぽ目視の距離内での、 し＼
ロ 目前の敵は東郷ではなかった。
手に取るように
“栄光の電弧”
して電波が放射されてはいるものの、ポポ
フが開発した受信機内の炭素検波器("・・・か
らだっロ
しない将兵が
く、受信できなかったのであろう。
“黒板”の改良
にそ
ことが判明した。そこで
“ 
ノ
これを掲げる
された。
4月24日 カムラン湾外の公海上
ロ司令長官は海軍省から大要次のような電報
を接受した。
ボガートフ」少将ノ枝隊ハ 5月2日
ノ子午線上二嘗ル「リウ」
ヘキヲ以テ之卜合同スルマテ待居ルヘ
した
〖佛國政府ノ
「カムラング」湾ヲ
ヲ要求スルコト切ナリ シテ佛
までフランスに弱腰なのか！”
2. 8 ワン。フォン湾／クアベ湾在泊
3太平洋艦隊と合同
4月26日 艦隊ワン。フォン湾に投錨
この日午後 3
60マイルのワン・フォ
艦隊はカムラン湾の北約
（ホンコーヘ湾）に
に退去を求めら
カムラン湾を追われる
ロ
゜〖約束ノ石炭ハ 4 月 22 日マデー噸モ柴椙
ニ於テ受ケス漢堡亜米利加會社ノ汽船其他
シ来ラス艦隊ハ佛國政府ノ
タン
ル限リー
れたルーブルの小額紙幣が混じっていたという。
4月28日 ワン・フォ
ドイツの石炭輸送船がカムラン湾以北への同
あるいはネボガトフ
だが、実はフランス
のと判明した。
4月29日
つ
し
ヲ
ノ勢カヲ減殺シ以テ主カノ
便ニセント シタルナラン
-80-
ヲ決行スル時機トシ
こ この海域には出
動していない。それを知ってか知らずか、口司
させる目的で、
゜
〔『食事（書食）二就ケ』ノ「パイプ」
吹カシメタルトキ兵員ハ賄所二集リ配給
肉i十
ハ新
シメントシ
ノカルゾフ解
リ・・・・〕
[3] 
4月30日 ワン・フォ
この日、艦隊はすべて
日を祝った。
5月1日 ワン・フォ
艦隊はフランス駆逐艦「ジ・カ・ウェイ」の
した。
〖艦隊ハ「ネボガートフ」枝隊卜含同シ
2005年 5月
シヤモ知ルヘカラサルヲ以
ノ石炭ヲ-.．．̀
故二「バタビャ」、
炭ヲ滅却セシメス別二浦盟二仁炭ヲ
ラレンコトヲ請フ〗
ら輸送経路にま
5月2日 ワン・フォン湾を一時退去
に出た「スウォーロフ」は、フランスの
「ギシャン」と行き合った。ロ
は怒りを抑えながら、司令官ドジョンキール中
と^ 日日- l幻 I亭キロナ天此 l J-_ [ 3 J 
：ロシア
ヲ表ス
ヲ納メラレンコトヲ
（ロ
また「スウォーロフ」と哨戒中のフランス巡
「リオン」との間に次の電報が往復し
なお、以後こ
により
していたことは、
ノ時刻ヲ無
シ針路
していな
艦隊及「ネボガートフ」枝隊ノ ル唯 かった。
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5月 4日 ワン・フォ
5月5日
ら
艦隊はワン・フォ
した。
〖「ロジェストウエンスキー」
り以前
隊ヲ率ヰテ無事馬拉加海峡ヲ通過、ン 4月22
4月24日「ロジェストウエンスキー」中
将ヨリ『「ネボガートフ
ク来リ得ヘシト考フルヲ以
「ネボガートフ」
図3-5：電報 3 （ペテルプルグ発
信サイゴン着信）日本艦隊の動静
に関する情報
1905年4月20日（西暦5月3日）
ベゾブラゾフ
ストウェ 、-
＾二信頼スベキ情報ニョリ
次ノコトガ伝エラレテイル． 日
テオリ
丁アル． NO.
1935 ベゾブラゾフ】 （ロシ
フ「セント、ジ
ー白ェン」ノ代
ヘシ〗
ネボガトフ司令官に手渡したのは、
した旅順艦隊の巡洋艦「バヤーン」
の水兵バーブシキンであった。彼は 3日
それにしても、満州
しかし
も鉄嶺
八面城。
あった。
しながら、
たのだった。
た。
パトキンに代
と対峙した（『一億人の昭和史』
日“
の補給が続かなかった。
5月 7日
カムラン湾から便船が郵便物ととも
-82 
からの電報をもたらした。曰く
〖「ネボガートフ」少将ノ枝隊ハ5月 5 日午
ヲ通過、ンタリ〗
艦隊将兵の士気は大いに高揚した。
しかし同日、口司令長官は再度の退去要求を
受けた。司令長官は本国に向
〖佛國人ハ我艦隊カ
シテ艦隊ノ
シタリト
ト云フヘシ艦隊ノ「カムラング」
シハ4月14日ニシテ4月16日ニハ既二我等ニ
隊ハ絶ヘス
この日
ゴンから
にノシベから注文しておい
し、
＼ていた。また、
ものが多かった。
-[3] 
5月9日 ワン・フォン湾外で第 3
と逍涯
この日
したがっているので、フランス側も
的に対応している。
フランス巡洋艦「ギシャン」
ロフ」の間
（「ギシャン」
敵ではなく
「スウォー
出た「ドニ
エープル」と「イズムルード」であった。
ル・モノマフ」と
は「モノマフ」
べき針路を示した。その際、ロ
ノマフ」の副長の氏名
認したという。
3 
した。
］ （「スウォー
枝隊はワン・フォン湾外20マイルの沖合で艦
隊と合同した。口司令長官とネボガトフ少将は
“ウラー”と
2005年 5月
ロ
り笈え
［「ネボガートフ
ヲ以テ我艦隊ノ勢カハ敵ノ
しかし艦隊将兵は、ネボガトフ
らもたらした郵便物が、期待に反して少なかっ
クアベ
艦隊はこのクアベ／ヴァン・フォ
夜にわたり石炭、食糧などの補給、
た。
4昼
どの
したり、
ネボガトフ枝隊が合流したのでフランス政府
はロシ した。 はロ
5日に「ドンスコイ」が沖の方に探照灯の光を
を執らなかったなどである。
5月12日
艦
で、
で艦隊i
ヲシテ
ル如キ状ヲ装フカ為メ
シムヘシ斯ノ如クニシテ
ヲシテ我レハ本隊卜
シツ、アルモノト思ハシムルノ
[3] 
ある。『日
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である。しかし・・・下述の通り、同湾出動の
2日後の 5月16日、口司令長官は艦隊に全面的
じたのだった。
5月13日 艦隊ヴァン・フオン湾在泊中
この日、サイゴンからネボガトフ枝隊の病院
船「カストロマ」が来航、艦隊に合流した。
本隊の将校に比べて枝隊の将校の方が活気にあ
ふれていた。本隊ではロ
高級将校との間にほとん
ネボガトフ少将とリーシン大佐は
よび
っている。
ノ手段トシテ艦隊ノ
レハ朝鮮海峡ヲ通過スル航路
はた
ヲ取ラントスルヤ将又日本ノ
ル航路ヲ
，
 
向
口
の
ちとの間のコミュニケー
した。日本艦隊
ある
自身が座乗する旗艦に追従し得る艦船のみがウ
ラジオストックに到達する戦術であれば、
どどうでもよい。
び／あるいは、
げる
した。
ス「フェリ
ケルザム」少将ハ臥病五週間二及フモ未夕
ツ能ハス容謄益々険悪二陥ル本戦モ僅二
歩行シ得ラルル程ニシテ甲板ヲ
堪ヘス故二至急健全ニシ
クハ艦隊司令長官ヲ
セラレンコトヲ請フ右ノ
態頗ル不良ナリ然レトモ本戦ハ斃ルルマテ
ノ下二在リテ艦隊ノ指揮ヲ
5月14日 艦隊ヴァン・フォン湾出航
し勢力を拡大した
しかし、自身とフェリケルザム少将の健康状
態に一抹の危惧の念を抱く口司令長官は出動に
ジオストク と
流れていた。あるいは、
たのかも・・・。
そして口司令長官は、
じた。
輸送船団の配備
(1) 
う命じた。すなわち
イ）朝鮮海峡で艦隊が敗北
ロ）艦隊がウラジオストク
ハ）脂諏か
(a) (b) (c)に
(2) 残りの輸送船をサイ
しかし巷間、ウラ
も
した
しその後の
わち
二）艦隊が上海以
ホ）艦隊がウラジオストク
できな
し
へ）
は、 4月10日にスウェントルジ
した意見をも考慮してか、
＼て決戦に臨むに際して、自身の敗退をも
じたことは注目にあ
し
巡洋艦の哨戒配備
さらに口司令長官は、 4
れ次の任務を命じた。
それぞ
84 
(a) 「クバン」 して、
バンクーバー、サンフランシスコあるいはホ
ノルルか
(b) 「テレク」は四国南岸を遊℃して、南方か
ら神戸、横浜に至る航路を哨戒する
(c) 「リオン」と「ドニエプル」は航路途上で
した後、
ノーァ
イ丁つ
5月15日 13° 58'N 12° 5『E
した。
巡洋艦「ドミトリー・ドンスコイ
卜覺シキモノ
したものだった。
42'N 15° 40'E（ホン
はこの日以降、艦隊
この日、
（イギリス
5月19日
ン海峡西側）
と、
した。
艦隊は前日に引き
5月20日
ソン海峡東側）
4時25分、艦隊
ラジオストク
網を避けて、
った。
5月22日
04'N 17° 5『E（ルソ
32'N 19° 44'E（ルソ
「オールドハミヤ」
た。
44'N 120° 56'E（ルソ
「オスカー」
バタン島
OO'E 
として、ウ
09'N 126° 13'E 
2005年 5月
午前 5時30分、宮古島と
べく艦隊は針路を23度とした。
隊はこの日、沖縄の漁師によっ
いう。
5月23日 15'N 125° 21'E（沖縄
した。その最後は次のように結ばれていた。
［艦隊ノ
始めたこの夜、カムラ
ケルザム少将が死去した。
その死を秘匿した。
そしてこの夜以降、
も
は
て
17'E 
「リオン」と「ドニエプ
し
ついた。
5月25日 OO'N 123° 1『E
5月26日 正午位置32° 40'N 126° 30'E（済州
ージ・スウォー
げた。
4. 
ロジェストウェンスキー ＼るほぼ
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50隻の大艦隊、第二太平洋艦隊は、リバウから
まで 1万マイル (18,000km) に及ぶ大航海
を上述のように、みごとに成しとげた。大航海
時代にも例をみない世紀の壮挙であった。
④③への復命、
⑤燃料である
けた）、食料ならびに
4. 1 艦隊を支えた情報
る
②①への復命、
③艦隊内での作戦・
る
たのは、まさ る
などであり、加えて 1万 2
る命令／敵状 るため
..。) ⑨家族／知人な
であった。
る命令／敵状
よるものも・・・）
図3-6:
②①への復命、報告、意見具申
｛旗脈／セマフォール／手旗／発光信号｝
0上記①②に関するより緊急な内容
【無線 電信］
0上記①②に関するさらに緊急な内容
〇通信の相手方が視界の外に在る場合
0艦隊外／外国艦船を対象とする通侶
〇傍受内容
した情報の流れ
85 
どの保守・
-86- 2005年 5月
4. 2 艦隊の情報収集／伝達手段
(UPU) され
うになっていた。ロシ
アはその第 1回大会議（ベルン会議）以来の加
ある。そしてこの頃から
．マルコーニと A.S.ポポ
た。ポポフは、その無線
ベ
されていたのである。
したように艦隊の航跡をたどることに
よって、艦隊
なら
したことが分かる。
(1) 艦隊とロシア
①艦隊と
②艦隊と
⑤旗脱／セマフォー
（艦隊外のロシア艦艇と
(3) 
艦隊はそれら
限り巧みに利用した。それら
6図の通りでである。
5. 
太平洋艦隊が、そ
のは“・・・から
と
ろが多い。
そ
に
きた
と郵便システムなくして、艦隊が
とロシア本国政府との
したがって艦隊の燃料である石炭を始
めとする必需物資の確保・補給は不可能であっ
た。折りからポポフが鋭意開発し
艦隊が駆使した情報収集／伝達手段は、
4に述べたところである。
しかし同時に口司令長官は、
底ケーブルで構成される今日
ある、そ
っては、
ち得なかったからである。
いったん港を出た後は波まかせ風まかせで、
くも悪くも自身の判断に頼るしかなかった大
った悩みを、口司
は初めで悩んだのだった。
そして100年前の司令長官の悩みは、マスコ
ミやインターネットさらには携帯電話などから
に溺れそうになっている、我
われ現代人の悩みを先取りしたものにほかなら
ない。北海ドッガーバンク事件をけして咄うこ
とはできないのである。
ともあれ日
めた船舶と
献
]
］
］
 
2
3
4
 
―
-
l
 
5 ]パヴロフ・ペトロフ・ヂェレヴャンコ
『日露戦争の秘密』成文社、
（戦艦「アリヨール」
1994年
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Abstract in English 
Battle of Tsushima Strait: 
From View of Information and Communications Technology I 
Over the Waves: I ゜nf ormation and C .'. ommunication Tactics by 
Masatomo TANAKA 
Research Fellow, University of Electro-Communications Historical Museum 
Abstract 
The author of this paper tries to indicate 
the flow of information during the voyage of 
the Russian Second Pacific Fleet bound for 
the Far East, over the waves 18,000 miles 
away. 
The voyage must be evaluated to be 
equal to the ones, i.e., Colombus's, Gama's 
and Magelan's, done during the Great 
Navigation Age. The differences were the ex-
istence of steam engine, worldpastal 
delieveyu seruices, submarine cables and 
wireless telegram system. Then what support 
the long voyage ? 
Steam engine needs coal, in auother wads 
information for its supply. Communication 
system is convenient, hawever, it is, also con-
venient for the enemy. Sometimes it brings 
even rumor. 
The commander of the fleet often dis-
patched boat to telegraph station to send 
telegram 
# Few years after the War, telegrams 
could send and receive on the air between 
wireless station on ship and coast station. It 
became not necessary to bring telegram by a 
boat. 
newspapers 
magazines、
concerning 
diplomat., 
home country, 
region, et.c. 
↓ 
orders,repor-Ls, 
informa-Lion,e"Lc 
were 
communicated 
by 
t.radit.iona means of 
(l)documen"Ls 
(2)semaphore 
(3)flags 
(4)flash signal 
＼ issues on 
inspect.ion 
and capt.ure 
Flow of information supporting the Second Pacific Fleet of Russia. 
